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2極法 (TwinEleclrode) 最も単純な刀法であるo それだけに対象物を捉える際の感度としてl
鋭敏さに欠ける側1Mがある。しかし、側広方法が単純で作業能率がよいので、 M:近~.・ 占学における探
'で、採用される機会が地えてきている。





1 ~ r1球状の領域の 1 --の状態と、見なされている (本 3 1:)。えられる見かけの比低抗値 (ρ.)， 
:J:f1i (R)に2I aを乗じて求める。RはI1ノ]した屯流の・WJ正(V)と電流の強さ(1)を読み取るの
で、 H = V/I の 11 1 -~:から求める o しかし、以近の装置では H をは説できるものが多いので、 この，H
nはする必要がない。




























ダイポール・ダイポール法 (DipoleDipole) 電極をc.、 G、PI、PaのI聞に配列する。CI、Czと
2 の|問はそれぞれ等距縦とするが、これら 2対の電極同志の間隔、すなわちG とPIの間隔は
CI、G やPI、民間距離の整数倍とする方法である。もし、 CI、G およびP1、P2の間隔をそれぞれ
1m、G とP.間を 3mにしたとすると、このとき捉えている F上層としてはG とP.の中間において、
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る際に隙<I'~ となるものがある 。 それをノ
イズと呼んでいる。
ノイ ズには円然現象によるものと、人













































}無視でき るほど弱い石灰石および花ヨウ岩喋 | 
遺構などがIJミす磁気の強G
変化や時IH変化もある。これらは、発'1ーするこ とを事前に 予測できなし」 口然現象による地球磁場の
変動は、よ|切の.1:1it点の研動など、もっぱら地球外部からもたらされるo
これ以外のノ イズは人1:的なものとはなして良く 、(f.イ'fや発生を予測することは吋能で、対策をた
てられる。 人[ノイズ鯨の典~!的なものとしては、 屯可(、 自動車など強い磁気を発生させながら移動
るものや、動かな いカ~J，~llm に強い舷t討を形成 している 、 if:J):王線、 鉄製フェン ス 、 ガードレ← Jレ 、 人
家などがあげられる。磁気探伎ではこのlやでも特に、時1m変化とともに主化するノイズが問題となる。
ノイズに対処する方法については、以ドの項で述べる通りである。











































































































の11寺IlHHIH縞で I~動的に測定をする機能があり、また、 データの向動記鍛も 1可能である。内部に時111・を
備えているので、ジュリアン ・デイ〈元nから起算した円数)と測定時五1Iを知ることができ、ケープル
・1結によら伝い2台連動法にも使川できる。



















のFM9. FM18.li'M36である。このなかで、 FM9はデータの阿動記録部が傭い形式であるが、 f也
のFML8は 4，000}.Ij，のFM36は 16.000)誌の記録能力があるo


























































































































想定図 (GSSI社 SIR 500MHz) 
。


























































τ_ '1402 + X2 




わち図上では直線の勾配を求めているo 速度V はX '~T
1"11 





























































ンテナilfitはいま述べた3t r.の内では1~ も軽い。 測定の際のアンテナ移動速j支払本装也では述い






協ノJのぷは、同被数をもってIHj組にするほどには大きくな ~\ o 特に詰ぷするとすれば、 500 あるい』
1. 000 MHzなど、非常におい周波数を使H1する場合だけであろう。
移動方式 アンテナを移動させる方法にも迎いがある。車備によってアンテナを支えて、虐行をする











































































































































































~際の担IJ定は他の探査方法と In1 じように、設定した測線に沿っておこなう訳であるが、 読み取りデー






























































































ある 、 発i.手総、 アンプ、 起阪総と 、 受信J I・側部の娠動検出様、地袋111- 、 フィ Jレ タ ー、 J I・ ~7:機、 などで
るが、 夫同化されている装;~にはそれぞれ若干の持があるので、 以ドでは奈良国立文化財研究所が
包イf























・唱刈してきたA.B の振動段 Ih~苦よりの信号から 、 ABIKJ
の伝情越度をまず求める。次に周波数と検出捺i聞の






















































































3)シャドウ・マーク CShadow Mark) ある高さを持って存在していたよ段構が、後世に削、l'
れた後にも、僅かながら周凶よりも高く残っていたり、もともと低い構造物として構築された巡備
が、閉ま った後にも周閤よりは低い部分として存点しているとき、太陽光線が斜めからあたると、こ


































は、(財)口本地図センターから販売される 1: 10， 000ま
たは 1:20，000の縮尺で23x 23cmの大きさのパンクロ
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